
















A)はじめに 

新生児期の外科的疾患には消化管通過障害を長期に有するものが多く,このような患児を

救命するには IVH が不可欠である。しかし,その患児が成長して成人になりつつある現

在,IVH 自身の合併症や,IVH を施行せざるを得なかった疾患自体に起因して,患児の身体

的・精神的発育にどのような影響があったかを追求する責務が,我々小児外科医にかかって

きた。 

そこで,本研究班の課題の一つとして,新生児期に IVH を開始し,30 日以上施行した患児の

遠隔成績を分析することとなり,全研究協力者がそれぞれの症例を調査した。以下,この集

計結果を報告する。 


